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栄養問題においてたんぱく質が次代のフロンティア

になるリスクを抱えた乳および乳製品 

栄養の討論において世界の酪農乳業は、たんぱく質が

「次代のフロンティア」になるリスクを取り上げる 

ＩＤＦワールドデーリーサミット２０１７ベルファストで講演した、グローバルスタン

ダード（規格）担当ＩＤＦリーダーのジャープ・エヴァース Jaap Evers氏は、「乳たん

ぱく質は高品質の天然系

たんぱく質です。乳たんぱ

く質が持続可能な食事の

欠かせない材料であるこ

とを消費者に伝えること

が大切です。環境的な観点

から、「緑色」は良いたんぱ

く質、「赤色」は悪いたんぱ

く質であるとみて、どうい

う訳か乳たんぱく質は「赤

色」とのメッセージを消費

者が受け取る事態は望み

ません。」と語った。 



「消費者のヘルシーな食事に欠か

せない材料として乳の役割を強化

する研究科学論文は豊富にありま

す。ＩＤＦはまもなくたんぱく質

に関する研究プロジェクトを立ち

上げる予定です。」 

 

 

国際的に著名な栄養専門家メリ

ー・アン・バークマンMary Anne 

Burkman 氏は、「乳の栄養的な価

値を下支えする科学的な有効性を

いまほど総合的に示していかねば

ならないときはありません。消費

者や保健当局にこの事実を認めて

もらうことが課題になります。」と

述べた。 

 

ＩＤＦ事務総長ニコ・ヴァン・ベルゼン氏は、「栄

養、食品安全、アニマルウェルフェアなどを含む多

くの課題を取り扱う高品質の科学研究を届けるこ

とにおいて、ＩＤＦは相応の役割を演じ続けるこ

とを誓います。ＩＤＦが今後、取り上げる課題はさ

らに、抗生剤の最適な使用方法に絞ったガイドラ

インを作成する活動があります。」と語った。 
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